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1
　雲辺寺を出て、67番札所へ向かう途

中の標高約830メートルの場所にあり

ます。みちしるべ正面には「奉納六十

六部中供養」「天下太平」「武　妻沼邑」

「右へんろ」右側面には「明和元年」

などの文字が刻まれています。（明和元

年は1764年、武　妻沼邑は埼玉県熊谷

市にある地名です）

夢がある！！

へんろ道の
みちしるべ

開設５８周年記念和歌山競輪場外

和歌山グランプリ

水 木 金

木 金 土 日 祝 火 水 木

木 金 土 日

土 日 月 火

土 日 月

月 火 水

玉野Ｓ級シリーズ場外

デイリースポーツ杯争奪戦

第４９回競輪祭場外

朝日新聞社杯争奪競輪王決定戦（小倉）

松山S級シリーズ場外

つばき杯争奪戦

高松S級シリーズ場外

高松市長杯争奪戦

開設５６周年記念立川競輪場外

鳳凰賞典レース

日 月 火 水 木 金 土

いき

いきいき健康ひろば

運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを

しましょう！

９：００～１２：００
１３：００～１６：００

火～日曜日（祝日休み）
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豊浜支所福祉保健課
大野原支所福祉保健課
保 健 セ ン タ ー

社会福祉課地域包括支援センター

※
休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
月
の
健
康
診
査
日
に
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

　

上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

1月 保 健 カ レ ン ダ ー

20

編
集
と
発
行
　
観
音
寺
市
役
所
政
策
部
秘
書
課
　
☎
２３
　
３
９
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

携
帯
電
話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.k
a
n
o
n
ji.k
a
g
a
w
a
.jp
/

h
ttp
://
w
w
w
.k
a
n
o
n
ji.jp
/

健康相談

自由あそび

骨密度測定

ことばの相談

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

健康相談

もぐもぐレッスン

１歳６カ月児健康診査

リハビリ教室

ふれあい広場

操体法講習会

健康相談

ぴよぴよクラブ

育児相談

0歳児の広場

健康相談

今滝医院

森川歯科

日野薬局

ケイ･アイ薬局

医

薬

富田内科医院　

ヤマニ薬局　

快生堂豊浜調剤薬局

医

薬

辻整形外科医院

ナショナル薬局

第健調剤薬局

1
医

薬

クニタクリニック

スター調剤薬局

姫浜調剤薬局

たしろ医院

ことひき薬局

ケイ･アイ薬局

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

栄養教室

3歳児健康診査

ふれあい広場

育児相談

リハビリ教室

操体法講習会

健康みどりの会

上之段体力測定

ぴよぴよクラブ

0歳児の広場＆

細川整形外科医院

さいとう歯科医院

いずみや調剤薬局

姫浜調剤薬局

健康相談

食改中央研修

健康相談

ふれあい広場

ひまわりの会

リハビリ教室

いきいき体操

1歳6カ月児健康診査

冨士クリニック

たくま歯科医院

ひまわり調剤薬局春日

ひまわり調剤薬局三豊

松井病院

タカシ歯科クリニック

小松薬局

快生堂豊浜調剤薬局

要予約

この広報紙は古紙配合１００％再生紙で環境
にやさしい大豆油インクを使用しています。

広報紙の配布についての問い合わせは
0120　494459までご連絡ください。 印刷（株）三豊印刷

東日本発祥５９周年記念大宮競輪場外

倉茂記念杯

休日当番医

休日当番歯科医

休日当番調剤薬局

保健センター

大野原いきいきセンター

豊浜ふれあい会館

豊浜福祉会館

常磐総合コミュニティセンター

10カ月児健康診査

転倒予防教室：

愛 常

愛 柞
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保

保
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3カ月児健康診査
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いき
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プレママ広場
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魂を揺さぶる音楽
（関連記事2・3ページ）
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3

▲一斉に海に飛び込んだ選手たち

❻

2

フォトレポート

第4回

観音寺国際音楽

１１月１７日～２４日

子どもたちに本物の音楽を！

市民の声から始まった

国際音楽フェスティバル。

一度は消えかけたその光

熱く、強い思いが大きな力となり

３年ぶりの公演は始まりました。

会場が暗くなる

ステージライトに浮かび上がる

演奏家たち。

どこか懐かしいメロディー

情熱的な旋律

光あふれる世界に

観客たちは引き込まれました。

フェスティバル

耳で聴き、体で感じる。

魂を揺さぶる

魂に響く

魂が解き放される

魂が燃える

鳴り止まない拍手。

心地よい余韻とともに

全日程は終了しました。

11　17

豊浜公演
　コンサート初日

月 日

月 日

月 日

月 日

11　23

観音寺市民会館公演
　来観フルメンバー出演

11　24

大野原公演
　白樺の街から森の里へ
　日程最後の公演

11　20

雅之郷公演
　ヴァイオリンとピアノ
　能舞台でのコンサート

11　19　　 21

はぐくみコンサート
　小・中学校コンサート

～月 日 日
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平
成
２０
年
４
月
か
ら
、
７５
歳

以
上
の
高
齢
者
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
６５
歳
以
上
７５
歳
未

満
の
人
で
も
一
定
以
上
の
障
害

の
あ
る
人
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
る

と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

加
入
後
は
、
今
ま
で
加
入
し
て

い
た
国
民
健
康
保
険
や
勤
め
先

の
健
康
保
険
な
ど
の
被
保
険
者

で
は
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
に
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
一
人

ひ
と
り
に
交
付
し
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
納
め
て
も
ら

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
窓
口
負
担

は
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制

度
と
同
様
に
、
医
療
費
の
１
割

（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

を
被
保
険
者
が
負
担
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

保
険
料　

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

後
期
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
に
対

し
て
保
険
料
を
算
定
し
、
賦
課

し
ま
す
。
こ
の
保
険
料
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
財
源
の

１
割
に
当
た
り
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法 

　

保
険
料
は
一
人
ひ
と
り
に
賦

課
さ
れ
、
賦
課
限
度
額
（
上
限
）

は
５０
万
円
で
す
。

保
険
料
＝

　
　
　
均
等
割
額
＋
所
得
割
額

　

均
等
割
額

　

一
定
額
＝
４
７
、
７
０
０
円

　
　

＊
均
等
割
額
に
は
、（
表
１
）
の
軽

　
　
　

減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
割
額

　

総
所
得
金
額
×
所
得
割
率

　
　
　
　
　
　

（
８
・
９
８
％
）

　
　

＊
総
所
得
金
額
は
、
収
入
か
ら

　
　
　

所
得
に
換
算
し
た
額
の
合
計

　
　
　

額
か
ら
基
礎
控
除
（
33
万
円
）

　
　
　

を
控
除
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
例

（
表
２
）
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

７５
歳
以
上
の
被
用
者
保
険

　
の
被
扶
養
者
の
保
険
料

　

次
の
対
象
者
に
該
当
す
る
人

の
保
険
料
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た

日
の
属
す
る
月
か
ら
２
年
間
、

所
得
割
は
課
さ
れ
ず
、
均
等
割
は

５
割
軽
減
さ
れ
た
額
に
な
り
ま
す
。

注
意

　

平
成
２０
年
４
月
か
ら
９
月
ま

　

で
は
、
保
険
料
が
課
せ
ら
れ

　

ま
せ
ん
。
平
成
２０
年
１０
月
か

　

ら
平
成
２１
年
３
月
ま
で
は
所

　

得
割
は
課
さ
れ
ず
、
均
等
割

　

に
つ
い
て
も
９
割
軽
減
さ
れ

　

た
額
に
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
２
つ
の
条
件
の
両
方
に

当
て
は
ま
る
人

■
７５
歳
以
上
の
人

　

た
だ
し
、
６５
歳
以
上
７５
歳
未

　

満
の
う
ち
一
定
以
上
の
障
害

　

の
あ
る
人
で
、
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受

　

け
た
人
を
含
み
ま
す
。
こ
の

　

場
合
、
広
域
連
合
の
認
定
を

　

受
け
る
前
日
ま
で
、
被
用
者

　

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
る
こ

　

と
が
必
要
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

　

者
に
な
る
日
の
前
日
（
平
成

　

２０
年
３
月
３１
日
ま
た
は
７５
歳

　

の
誕
生
日
の
前
日
）
に
、
被

　

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に
な

　

っ
て
い
る
人

　
　

被
用
者
保
険
は
、
政
府
管

　

掌
健
康
保
険
や
企
業
の
健
康

　

保
険
、
公
務
員
の
共
済
組
合

　

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー

　

マ
ン
の
健
康
保
険
で
、
国
民

　

健
康
保
険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
は
一
人
ひ
と
り
が
納

め
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
方
に
は
、
特
別
徴
収
と
普

通
徴
収
の
２
種
類
あ
り
、
老
齢
・

退
職
年
金
を
は
じ
め
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
な
ど
の
支
給
額
に

よ
っ
て
、
特
別
徴
収
か
普
通
徴

収
か
に
分
か
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
の
年
額
を
６
回
（
仮

徴
収
３
回
・
本
徴
収
３
回
）
に

分
け
て
、
年
金
か
ら
差
し
引
き

ま
す
。（
下
図
参
照
）

対
象
者

■
年
金
額
が
年
額
１８
万
円
以
上

　

の
人

■
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額

　

が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を

　

超
え
な
い
人

　

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な

い
人
が
対
象
で
、
納
付
書
や
口

座
振
替
の
方
法
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。
納
付
書
で
納
め
る
場
合
、

市
納
税
課
、
各
支
所
、
市
内
金

融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除

く
）
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
は
、
年
額
を

８
回
（
７
月
か
ら
翌
年
の
２
月

の
１
〜
８
期
）
に
分
け
て
納
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局

　

☎
０
８
７
│

８
１
１
│

１
８
６
６

健
康
増
進
課

☎
２３
│

３
９
２
７

税
務
課　
　

☎
２３
│

３
９
２
２

納
税
課　
　

☎
２３
│

３
９
９
２

特
別
徴
収

普
通
徴
収

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

本 徴 収 仮 徴 収

■４・６・８月は仮の保険料で徴収します。

■通常は前年度の２月の天引き額と同額

　を仮徴収します。

■新規で仮徴収する場合は、おおよそ前

　年度の保険料額（１２カ月分）を６で割

　った額を仮徴収します。

■１０・１２・２月は、 ７月１日に確定し

　た年間保険料額から、仮徴収分を差し

　引いた額を、特別徴収４・５・６期の

　３回に分けて徴収します。

■年度途中で保険料額が減少するなどで

　特別徴収できない場合があります。

１０月

１２月

２月 ８月

６月

４月

（表1）　均等割額の軽減措置

（表2）　保険料の計算例

*１ 年金所得がある場合、最大１５万円を軽減判定所得から控除できます。

*２ 被保険者である世帯主を除きます。

*保険料の賦課額に１００円未満の端数がある場合は、その端数を切り捨てます。 は均等割　　は所得割

軽 減 割 合

７ 割 軽 減

５ 割 軽 減

２ 割 軽 減

軽減判定所得額　≦　３３万円

軽減判定所得額・・・同一世帯内の被保険者および世帯主の総所得金額などの合計（*１）

後期高齢者のみの世帯の場合 保険料賦課額 保険料額

１４,３１０円（７割軽減後）

４７,７００円（軽減なし）

＋　４９,３９０円

２３,８５０円（５割軽減後）

２３,８５０円（５割軽減後）

＋　２４,２４６円

１４,３００円

９７,０００円

４８,０００円

２３,８００円

１人世帯で、年金収入１２０万円のみの場合（所得割額は0円）

１人世帯で、年金収入２０８万円のみの場合

夫

妻

２人世帯で、夫１８０万円、妻１４０万円の

年金収入のみの場合

（妻は所得割額が０円である）

軽減判定所得額　≦　３３万円　＋　（３５万円×被保険者数）

均

所

所

均

均 所

均

均

平成２０年４月から

老人保健制度から

後期高齢者医療制度へ



いいえ

いいえ

はい

はい

67

申
告
す
る
所
得

　

前
年
の
所
得
（
平
成
１９
年
1

　

月
1
日
〜
１２
月
３１
日
） 

申
告
の
期
限

　

平
成
２０
年
２
月
１８
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
3
月
１７
日
（
月
）

　

所
得
が
年
金
だ
け
の
人
の
た

め
の
納
税
相
談
を
2
月
１４
日

（
木
）
・
１５
日
（
金
）
に
行
い
ま
す
。

注
意
事
項

○
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税

　

務
署
に
提
出
し
た
人
は
、
市

　

・
県
民
税
申
告
書
を
提
出
す

　

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
*
注
）

○
土
地
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

　

得
が
あ
る
人
や
、
こ
れ
ま
で

　

税
務
署
で
申
告
し
て
い
る
人

　

は
、
税
務
署
で
申
告
し
て
く

　

だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　

次
ペ
ー
ジ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
１９
年
中
に
営
業
や
農
業
、

　

不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

　

た
人
。

○
所
得
が
源
泉
徴
収
さ
れ
る
給

　

与
だ
け
の
人
は
、
申
告
す
る

　

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
7
ペ

　

ー
ジ
図
中　

*
注
）
た
だ
し
、

　

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
に
該
当

　

す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

①
農
業
・
地
代
・
家
賃
・
生

　
　

命
保
険
の
一
時
金
や
年
金

　
　

・
損
害
保
険
の
返
戻
金
な

　
　

ど
給
与
以
外
の
所
得
が
あ

　
　

る
人
。

　

＊
給
与
以
外
の
所
得
が
２０
万
円
以

　
　

下
の
場
合
、
所
得
税
の
申
告
は

　
　

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
・
県

　
　

民
税
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か

　
　

わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

　

②
日
給
な
ど
で
働
い
て
い
る

　
　

人
お
よ
び
給
与
を
２
カ
所

　
　

以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る

　
　

人
で
、
年
末
調
整
が
済
ん

　
　

で
い
な
い
人
。

　

③
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除

　
　

な
ど
を
受
け
る
人
。

　

④
平
成
１９
年
中
に
収
入
が
無

　
　

か
っ
た
場
合
で
も
、
次
の

　
　

よ
う
な
人
は
、
申
告
が
必

　
　

要
で
す
。

　
　

「
国
民
健
康
保
険
に
加
入

　
　

し
て
い
る
人
」「
市
営
住
宅

　
　

に
入
居
し
て
い
る
人
」「
年

　
　

金
、
児
童
手
当
な
ど
の
受

　
　

給
資
格
の
認
定
を
受
け
る

　
　

人
」「
課
税
（
非
課
税
）
証

　
　

明
書
の
交
付
が
必
要
な
人
」

　

⑤
退
職
所
得
を
申
告
す
る
と
、

　
　

所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら

　
　

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

税
務
署
へ
相
談
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

申
告
時
の
持
参
物

○
印
鑑

○
収
入
や
必
要
経
費
を
証
明
で

　

き
る
、
帳
簿
・
書
類
・
領
収

　

書
・
収
支
内
訳
書
な
ど

○
給
与
所
得
の
あ
る
人
は
「
源

　

泉
徴
収
票
」

＊
コ
ピ
ー
不
可

○
年
金
受
給
の
あ
る
人
は
「
公

　

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

○
一
時
所
得
（
生
命
保
険
一
時

　

金
・
損
害
保
険
返
戻
金
）
や

　

雑
所
得
（
個
人
年
金
な
ど
）
の

　

受
け
取
り
を
証
明
す
る
も
の

○
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

○
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、

　

旧
長
期
損
害
保
険
料
や
医
療

　

費
、
寄
付
金
な
ど
の
支
払
い

　

を
証
明
す
る
も
の

　

＊
医
療
費
の
領
収
書
は
「
病
院
ご

　
　

と
」「
日
付
順
」
に
整
理
し
、
支

　
　

払
っ
た
金
額
を
合
計
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
な
お
「
医
療
費
の
お
知

　
　

ら
せ
」
は
支
払
い
を
証
明
す
る

　
　

も
の
に
は
な
ら
な
い
の
で
注
意

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

○
通
帳
の
口
座
番
号
が
分
か

　
　

る
も
の

　

＊
所
得
税
の
還
付
や
納
付
、
市
民

　
　

税
の
還
付
が
あ
る
人
の
み
。

注
意
し
て
く
だ
さ
い

☆
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

　

い
住
宅
控
除
額
が
あ
る
人
が
、

　

市
・
県
民
税
の
住
宅
控
除
の

　

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

　

申
請
が
必
要
で
す
。

＊
申
請
書
は
、
市
役
所
・
税
務
署
の

　

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

広
報
か
ん
お
ん
じ
１２
月
号
（
１６
ペ

　

ー
ジ
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
事
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得

　

の
あ
る
人
は
収
支
内
訳
書
を

　

完
成
さ
せ
て
か
ら
、
申
告
会

　

場
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

☆
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や

　

退
職
所
得
な
ど
で
所
得
税
の

　

還
付
を
受
け
る
人
は
、
2
月

　

１８
日
以
前
で
も
税
務
署
で
申

　

告
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

＊
2
月
１８
日
以
降
は
大
変
混
み
合
い

　

ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
勧

　

め
し
ま
す
。

☆
公
的
年
金
収
入
が
あ
る
人
で
、

　

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て

　

い
る
人
は
、
扶
養
や
生
命
保

　

険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の

　

申
告
を
す
る
と
、
所
得
税
の

　

還
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

税

の

申

告

税

の

申

告

市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

市
・
県
民
税
、

　
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

税
務
課
市
民
税
係　

☎
２３
ー

３
９
２
２

　

〜
〜
〜
〜

平成２０年（平成１９年分）納税相談日程表

月　日

２月１４日

     １５日

     １８日

     １９日

     

     ２１日

     ２２日

     ２５日

     ２６日

     ２７日

     ２８日

     ２９日

３月３日

　　　 ４日

　　　 

　　　 ６日

    ７日

     ８日

     １０日

     １１日

     １２日

     １３日

     １４日

     １７日

会　場

市民会館中ホ－ル
観音寺地区で所得が年金のみの
人

大野原・豊浜地区で所得が年金
のみの人

海老済、有木、田野々

高尾、大造、大福、大道
上中、下中

高松、上杉林、下杉林、辻

内野々、井関

十三塚、林

四軒屋、白坂、石砂

中林、先林

中央、安井

西丸井、丸井北、青岡

植田町

村黒町、出作町

池之尻町

柞田町（黒渕、下出）

柞田町（大畑、油井、山田）

中田井町、古川町

粟井町（出晴、信末、本庄
常次、竹成）

高屋町（岡西、岡東、明上
明下、高屋団地）

坂本町、幸、明星、殿、中央
柳、青柳、三架橋、駅通、栄町
昭和町　七間橋、中洲、中新
若宮、春日、大和、上若、蛭子
仮屋

中村、早本、道上、笠松、寺家

西の後、八兵、大鞘、大鞘西団地
宮之下、下木屋

残水、植松、岡之塔、下林
ひうち、雇用促進

屋敷、瀬後、豆塚、雉子原

茂木町、茂西、上市、川原

有明町、八幡町、天神町　

赤岡、東村

池之内、福田原、丸井南

流岡町

伊吹町

新田町

原町、柞田町（中出、上出）

吉岡町、本大町　　

室本町、高屋町（西上、西下）

南町、加茂田、元、港、琴浪町
瀬戸町、三本松町

柞田町（八丁、山王、下野
北岡、玉田）

上記日程に申告ができなかった人

粟井町（上野、奥谷、宮下団地）
木之郷町　　　

花稲北、本村

本町、中之町 上田井、東町、港町、南

東浜、須賀

長谷、雲岡、野々池、大坪

院内、梶谷、本村、大平木

道溝東、苗手

北原、五軒屋、岡、直場
道溝、林

関谷、堀切、西原、箕浦

豊浜中央公民館
２階講堂

大野原中央公民館
３階講義室

市民会館中ホ－ル

市民会館中ホ－ル

伊吹支所

午前９時～正午 午後１時～午後４時

受　付　地　区
曜
日

２０日

木

金

月

火

木

金

月

火

水

木

金

月

火

木

金

土

月

火

水

木

金

月

５日

水

水

市に市・県民税の申告が必要かどうか、確かめてみましょう

市に申告をする必要はあり
ません。

平成２０年1月1日に居住してい

た市町村に問い合わせてくださ

い。

税務署での確定申告が必要
です。
税務署に確定申告すれば市・県
民税の申告は必要（＊注）ありま
せん。

税務署に確定申告すれば市・県民税
の申告は必要ありません。（＊注）

税務署での確定申告が必要
です。（＊注）

税務署で確定申告が必要か
どうか、相談してください。

ただし、給与以外の年間所得が
２０万円を超えない人は、市・
県民税の申告をしてください。

（＊注）所得税から控除しきれない住

　宅控除額がある人が、市・県民税の

　住宅控除の適用を受けるためには申

　請が必要です。（申請書は市役所・税

　務署の窓口にあります）詳しくは広

　報かんおんじ１２月号（１６ページ）

　で確認してください。

平成２０年1月1日現在、観音寺

市に居住していましたか？

平成１９年中に何か収入があり

ましたか？

給与以外に年金・報酬などの所

得がありましたか？

給与を２カ所以上からもらって

いますか？

勤務先から市へ

「給与支払報告書」が提出され

ていますか？

所得税の納付・還付のため、税

務署に確定申告をしますか？

平成１９年中、あなたは、サラ

リーマンかパートとして働いて

いましたか？

市に申告をする必要はあり
ません。

税務署に確定申告書を提出する

と、その申告資料が市に送付さ

れるため、市・県民税の申告を

する必要はありません。ただし、

確定申告書の「住民税・事業税

に関する事項」欄に該当する事

項、金額があれば、必ず記入し

てください。（＊注）

市に申告が必要です。

ただし、平成２０年1月1日に観

音寺市に居住している同一世帯

の人の扶養になっている人は申

告する必要はありません。

市に申告が必要です。
市に申告をする必要はあり
ません。（＊注）

市に申告が必要です。

ただし、収入が１カ所からの公的年金だ

けで控除が扶養親族等申告書の内容の

ままの人は申告する必要はありません。

スタート
いいえ

いいえ

はい

はい

は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

は
い

平成１９年分給与の年末調整が

済んでいますか？

は
い

は
い

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜



　大野原幼稚園幼年消防クラブ員の園児や保護者

ら約１５０人が「火の用心、火事には気をつけまし

ょう」と防火を呼びかけながら園周辺をパレードし

ました。パレードの出発式では、はっぴ姿の園児

たちが大きな声で「火遊びはしません」など防火の

誓いを宣誓。その後、まといやぼんぼんを手に持ち、

拍子木に合わせて「火の用心」と言いながら元気に

パレードしました。

地域の人たちと「もちつき」
　豊田地区文化祭が開催され、豊田小学校で学習

発表会や一般芸能発表、豊田公民館で作品展や「も

ちつき大会」が行われました。児童たちは、地域

の人たちと「もちつき」に挑戦。最近、あまり見

かけなくなった「うす」と「きね」を使った本格

的な「もちつき」にどの児童も大喜び。もち米に

粘りがでて、だんだんと「もち」に変わっていく

様子に目を輝かせていました。年代を超えて地域

の人たちと交流し、とても和やかな時間を過ごし

ていました。　　まちかど特派員　久保田由美子

お節料理に一工夫

　観音寺中央高等学校の調理室で、地元の魚をも

っと食べてもらおうと三豊郡漁業組合連合会主催

のお魚料理教室が行われました。この日のメニュ

ーはカワハギやスズキ、コノシロなどを使ったお

節料理。参加者は、とても簡単に魚をさばく講師

の手際のよさに感嘆の声をあげたり、料理のちょ

っとしたコツにうなづいたり。「料理の基礎がわか

った」「魚のおろし方や盛り付け方などを教えても

らってよかった」など自分たちで作った料理を食

べながら感想を話し合っていました。

全国大会で
悔いのない演奏

　第３５回マーチングバンド・バトントワーリング

全国大会に出場する大野原小学校マーチングバン

ドの代表４人が白川市長に出場報告をしました。

市長から「全国大会で競い合い、レベルアップし

てほしい」との激励の言葉を受け、部長の守谷奈

優さんが「今まで支えてくれた人や最後まで競い

合った豊浜小学校のためにも全国で悔いのない演

奏をしてきたい」と決意を述べました。

児童代表：守谷奈優、藤田瑞希、堀田梨那、竹華

優衣＜順不同・敬称略＞

男子の部＝三谷祐太、細井亮輔、合田武津基、小

出捷貴、石井一樹、三谷竜也、細川誠司、藤川卓也、

木山雄生、村田誠児

女子の部＝浅野仁美、久保加奈子、大西夏季、鈴

木愛、福田静香、大木梨紗子、神原奈穂、小西美輝、

松浦茜

89

全員で最高の走り

レッツ・ゴー
競輪場

　観音寺競輪場で銭形くん秋まつりが開催されま

した。会場では、高校新人戦（自転車競技会）や

競輪選手会の模擬レース、「やさしい競輪講座」な

ど競輪競技についての知識を深めるイベントがた

くさん。折りたたみ自転車などが当たる抽選会や

うまいもん物産市などもあり、多くの来場者は家

族や友だちなどと、思い思いに楽しんでいました。

　第５６回全国青年大会男子ソフトボールで優勝

した藤目クラブの代表が市長に優勝報告をしま

した。「全国大会で優勝するのは素晴らしい。お

めでとう」との白川市長の言葉に、合田充伸監

督は「最初の１試合を勝ったら帰るつもりが、い

ざ勝つと欲がでました。目標の優勝ができてう

れしい」と笑顔で報告しました。

厳しい戦いでした

幼年消防クラブが
パレード

日本の四季を
感じるひととき

▲優勝旗、優勝カップとともに

▲みごとに色づいたもみじ、自然の不思議です ▲模擬とは名ばかりの本番さながらのレース

▲火事に気を付けて

力
を
入
れ
て
つ
き
ま
し
た

▲

　第１５回全国中学校駅伝大会に出場する大野原中

学校（男子の部）、観音寺中学校（女子の部）の選

手らが白川市長に出場を報告しました。選手を代

表して三谷祐太さんが「ことしも香川県記録を塗

り替えたい」浅野仁美さんが「全員で最高の走り

をしたい」とそれぞれ決意を表明しました。

出場選手＜順不同・敬称略＞

▲プロから直接教えてもらえました

　法泉寺で第10回もみじ祭りが行われ、本堂前の

三色もみじを見ようと、多くの人でにぎわいまし

た。訪れた人た

ちは、約２０本の

もみじが色づく

中、琴の音色に

耳を傾けたり、

お茶席でお茶を

いただいたり。

また、絵手紙や

押し花などの展

示作品を鑑賞し

ながら風流な時

間を過ごしてい

ました。
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吉
田
由
美
子
先
生
の
指
導
の

下
、
毎
週
木
曜
日
の
午
前
１０
時

か
ら
共
同
福
祉
施
設
の
軽
運
動

室
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
最

初
は
５
〜
６
人
か
ら
始
め
た
教

室
も
、
毎
年
少
し
ず
つ
人
数
が

増
え
今
で
は
３４
人
。
家
庭
の
事

情
な
ど
で
一
度
止
め
て
し
ま
っ

た
人
で
も
、
体
が
重
く
感
じ
る

な
ど
の
症
状
を
訴
え
戻
っ
て
く

る
ほ
ど
だ
と
か
。

　

１
時
間
の
教
室
は
、
ウ
オ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、
ス
ト
レ
ッ
チ

（
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
）

ダ
ン
ベ
ル
運
動
（
全
身
運
動
・

有
酸
素
運
動
、
筋
力
ア
ッ
プ
）

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
（
柔
軟
運
動
で

筋
肉
を
伸
ば
し
、
ほ
ぐ
す
）
と

い
う
体
の
こ
と
を
考
え
た
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
構
成
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
は
や
り
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
に
も
、

内
臓
や
骨
な
ど
体
を
支
え
る
筋

肉
が
必
要
で
、
そ
の
筋
力
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
の
に
ダ
ン
ベ
ル
運

動
は
適
し
て
い
る
と
吉
田
先
生
。

　

寒
い
寒
い
と
こ
た
つ
で
丸
ま

っ
て
い
る
人
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
全
身

の
血
の
循
環
が
良
く
な
り
、
健

康
に
も
美
容
に
も
良
く
、
筋
力

・
骨
密
度
ア
ッ
プ
が
で
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
直
接
、
見
学

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こんにちは
平成19年1月生まれ

瀬 戸 成 希

こんにちはこんにちは

ちゃん

も　　　ななる　　き

じょう た ろう

父 英尚さん　母 直子さん

（豊浜町和田）

みんなのアイドル成希
君♡これからもいっぱ
い笑顔をプレゼントし
てね

丈太郎くん！！1歳の
お誕生日おめでとう♡
笑顔もすてきなかわい
い丈夫な元気いっぱい
のわんぱく坊主になっ
てね♡愛してるよ♡
ベイビー♡

高 橋 萠 奈ちゃん

藤田丈太郎 ちゃん

　満1歳の誕生月のお子さんを掲載して

います。応募締め切りは誕生月の前々月

の末日まで（例：3月号だと1月31日）

で、応募多数の場合は先着順になります。

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

父 潤さん　母 安紀子さん

（新田町）

父 正樹さん　母 麻衣子さん

（大野原町中姫）

募集しています！！

い
つ
ま
で
も
現
役

西
原
ユ
キ
さ
ん
（
観
音
寺
町
）

萠奈ちゃんお誕生日お
めでとう！！ これから
もニコニコ笑顔をふり
まいてみんなをいっぱ
い幸せにしてネ♡

　

「
今
で
も
お
茶
を
教
え
て
い

ま
す
よ
」
と
話
す
西
原
さ
ん
は

大
正
６
年
生
ま
れ
の
９１
歳
。
毎

週
月
曜
日
と
土
曜
日
に
、
近
所

の
人
や
友
だ
ち
に
お
茶
や
お
花

を
教
え
て
い
ま
す
。
子
育
て
や

仕
事
で
忙
し
い
中
、
合
間
を
ぬ

っ
て
免
状
を
取
得
。「
み
ん
な
長

く
習
っ
て
い
て
気
さ
く
な
人
ば

か
り
、
お
手
前
を
し
た
後
の
お

し
ゃ
べ
り
が
楽
し
み
な
の
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

健
康
の
た
め
、
散
歩
を
日
課

に
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
６
時
に

家
を
出
て
、
琴
弾
公
園

に
あ
る
鉄
棒
に
ぶ
ら
下

が
っ
た
り
、
老
人
体
操

を
し
た
り
し
て
帰
っ
て

く
る
そ
う
で
す
。「
昔
は

と
て
も
体
が
弱
か
っ
た

け
れ
ど
６０
歳
ご
ろ
か
ら

散
歩
を
始
め
、
ず
い
ぶ

ん
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
長
生
き
す
る
と
は
自
分
で

も
思
わ
な
い
く
ら
い
。
で
も
、

帰
っ
て
き
た
ら
一
休
み
し
て
ま

す
よ
」
と
笑
っ
て
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
健
康
で
長
生
き
の

秘
け
つ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
「
自
分
の
体
は
自
分
が
一

番
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
決
し

て
無
理
は
し
な
い
こ
と
と
新
し

い
こ
と
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
」

だ
そ
う
で
す
。

か　　りん

愛嬌いっぱいわが家
の姫ちゃんお姉ちゃ
んと仲良くね

清 水 花 梨ちゃん

両親からの
メッセージ

父 秀樹さん　母 幸美さん

（村黒町）

《セミナー開催》

優しく、楽しく、

一緒に考えてみませんか？

企画課男女共同参画推進室

☎ 23－3917

男女共同参画

ダ
ン
ベ
ル
体
操
同
好
会

み

ん

な

の

輪

萩の丘公園多目的広場に
照明設置

公 園 だ よ り

　（財）日本宝くじ協会の助成を受けて、

萩の丘公園多目的広場に照明施設を整備

しました。

　健康増進や地域のスポーツ振興による

活力あるまちづくりのために整備した照

明施設で、夜間でもグラウンドが使用で

きるようになりました。ソフトボール、

野球、サッカーなど多くの人の利用を待

っています。グラウンドの使用には、事

前に萩の丘公園事務所への申し込みが必

要です。

　

皆
さ
ん
は
、
日
常
生
活
の
中

で
「
こ
こ
が
お
か
し
い
」「
こ
ん

な
と
こ
ろ
が
気
掛
か
り
」「
こ
こ

が
問
題
・
・
・
」
と
思
っ
た
こ

と
は
な
い
で
す
か
。

　

市
で
は
『
い
っ
し
ょ
に
考
え

ま
せ
ん
か
。
男
女
共
同
参
画
社

会
』
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
宮
本
暢
子
さ

ん
と
冨
田
満
壽
子
さ
ん
（
さ
ぬ

き
市
在
住
）
を
招
い
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
初
心
者
向

け
で
す
の
で
、
気
軽
に
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
９
日
（
土
）
／
午
後
１
時

　

３０
分
〜
午
後
３
時

　

市
民
会
館
第
３
会
議
室

　

こ
れ
ま
で
の
家
庭
、
地
域
で

　

は
？
／
今
の
ま
ま
で
大
丈
夫

　

か
な
？
（
子
育
て
、
福
祉
、
教

　

育
・
・
・
）
／
ど
ん
な
社
会

　

を
次
世
代
に
渡
し
ま
す
か
？

　

無
料

　

３５
人

（
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
）

　

は
が
き
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

　

申
し
込
み
。
は
が
き
は
住
所
、

　

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
の
つ
く

　

電
話
番
号
を
記
入

〒
７
６
８
│

８
６
０
１

（
住
所
の
記
載
不
要
）

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室
行
き

　
　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
１
７

　
　
　
　
　
　

２３
│

３
９
２
０

電
子
メ
ー
ル

☆
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

　

参
加
者
の
心
の
動
き
や
話
の
流
れ

　

を
み
な
が
ら
意
見
を
引
き
出
す
人

申し込み・問い合わせ先　
　　　萩の丘公園事務所
　　　　☎54－2801

あいきょう

F

時所内料

数申



おめでとう
ございます

平成１８年度
人権作品優秀賞

中部中３年

井之川達哉さん

大野原中３年

井下恵理子さん

〜
お
い
し
く
食
べ
て
、
元
気
で
長
生
き
〜

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
♪

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー　

☎
２５
―

４
２
５
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２３
―

３
９
６
８

地
域
で
守
る
　子
ど
も
た
ち
の
未
来
5

　

左
の
グ
ラ
フ
で
、
小
学
生
の

時
は
よ
く
家
族
で
話
し
を
し
て

い
て
も
、
中
高
生
に
な
る
と
少

し
ず
つ
会
話
が
減
り
、
そ
の
内

容
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
が

分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
食
や

家
族
と
夕
食
を
食
べ
る
割
合
も

減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学

齢
が
上
が
り
部
活
や
塾
な
ど
外

で
の
活
動
が
増
え
て
く
る
と
、

家
族
よ
り
友
だ
ち
を
身
近
に
感

じ
て
、
そ
の
か
か
わ
り
が
多
く

な
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

冬
休
み
や
年
末
年
始
の
休
み

は
家
族
で
触
れ
合
い
、
お
互
い

の
頑
張
り
を
褒
め
合
う
な
ど
温

か
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

1213

家族と子どもとのかかわり

家族とどれくらい話をしますか

朝食を食べていますか

家族とどのような話をしますか

夕食は主にだれと食べますか

（子どもの回答）アンケート結果

よくする ときどきする
あまりしない まったくしない

必ず食べる

その他

社会の出来事やニュ
ースについて

友だちのことについ
て

将来や進路のことに
ついて

勉強や成績のことに
ついて

学校での出来事につ
いて

１週間に4～5日食べる
１週間に2～3日食べる ほとんど食べない

家族全員 家族のだれか
友だち 一人で

　

高
齢
期
に
な
る
と
食
が
細
く
、

欠
食
が
ち
に
な
り
、
た
ん
ぱ
く

質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
足
り
な
い

低
栄
養
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
低
栄
養
に
な
る
と
体
脂
肪

や
体
重
が
減
少
し
て
老
化
が
加

速
、
筋
肉
や
抵
抗
力
が
低
下
し
、

病
気
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

元
気
で
活
動
的
な
生
活
を
送
る

た
め
に
、
食
事
は
家
族
や
友
人

と
一
緒
に
、
楽
し
く
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

①
食
事
は
３
食
バ
ラ
ン
ス
良
く
。

②
油
脂
類
も
不
足
し
な
い
よ
う

　

に
。

③
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
は
十
分

　

取
り
、
肉
と
魚
は
１
対
１
に
。

④
牛
乳
は
毎
日
２
０
０
ミ
リ
リ

　

ッ
ト
ル
以
上
飲
む
。

⑤
緑
黄
色
野
菜
や
根
菜
な
ど
豊

　

富
な
種
類
を
毎
日
食
べ
る
。

⑥
家
族
や
友
人
な
ど
と
の
会
食

　

の
機
会
を
豊
富
に
つ
く
る
。

元
気
な
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

１０食品群をまんべんなく食べましょう

肉

果物

海藻
緑黄色野菜

魚介

油脂

牛乳・乳製品

卵

大豆・大豆製品 芋

財政事情の公表財政事情の公表
平成19年度上半期（4月～9月）

9月30日現在

一般会計の収支状況

特別会計の収支状況 単位：千円

地方債の現在高

市 有 財 産 の 状 況

単位：千円

単位：千円

単位：千円

会　計　名 予算現額 Ａ－Ｂ 款 予算現額A 収入済額B 収入比率
B/A（％）収入済額Ａ 支出済額Ｂ

区　　分区　　分

一　般　会　計

１　普　通　債 ３　そ　の　他

特 　 別 　 会 　 計

合 　 　 　 　 計

２　災害復旧債

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

現在高現在高

競 輪 事 業

国 民 健 康 保 険 事 業

国民健康保険伊吹診療所

老 人 保 健 事 業

介 護 保 険 事 業

介護予防サービス事業

航 路 事 業

豊 田 財 産 区

粟 井 財 産 区

粟 井 坂 瀬 山 林

田野々地区簡易水道事業

公 共 下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

産 業 団 地 造 成 事 業

合 　 　 　 　 　 　 計

市 税

地 方 譲 与 税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

歳 入 合 計

健康交流施設「おおのはら」
管理運営事業

16,598,997
8,062,439

69,000
8,900,000
4,135,620

33,700
137,686

3,865
15,917
25,952

7,600
2,617,670

46,300
46,000

1,300,810
42,001,556

26,618,642

18,379,873

1,846,857

375,530

1,621,997

0

948,718

121,071

6,989,205

1,284,718

146,050

5,045,727

493,594

800

94,818

333,690

10,256

54,030

7,745,175

123,380

237,723

1,566,563

240,685

5,205,203

256,700

114,921

10,349,655

674,089�

59,406�

1,430�

9,007,329�

377,401�

230,000�

36,968,297

1,790,459
301,474
100,466

29,377
60,565
10,498
96,435
23,387

312,277
2,877

500,000
454,626
293,651

357
467,415
336,918

2,866
3,952

2,362,607

250,015

8,902,730

2,827,324

28,527

12,445,886
2,499,672

26,322
3,621,779
1,571,208

7,361
53,530

4,074
15,935
25,609

2,177
279,053

6,093
14,744
79,987

20,653,430

12,999,801
3,336,064

31,250
3,637,278
1,575,995

11,448
60,614

161
188

40
1,894

1,481,299
17,502
15,873

1,057,318
24,226,725

△ 553,915
△ 836,392
△ 4,928
△ 15,499
△ 4,787
△ 4,087
△ 7,084

3,913
15,747
25,569

283
△ 1,202,246
△ 11,409
△ 1,129

△ 977,331
△ 3,573,295

67.2
30.7
55.2
89.4

0.0
56.9
30.1

100.0
66.9
60.4
41.4
49.5
25.9
18.6
85.4

107.4
16.0

100.0
21.1

0.0
46.1

5,955,941
76,738
18,773
22,355

0
404,873

39,157
65,214

2,698,314
8,455

137,547
198,961
552,310
301,747
135,051

16,550
200,000
560,938
159,923

0
11,552,847

8,867,306
250,000

34,000
25,000
30,000

712,000
130,000

65,214
4,034,633

14,000
332,425
402,053

2,130,660
1,618,559

158,183
15,406

1,247,010
560,938
759,479

3,697,300
25,084,166

歳　入

単位：千円

款 予算現額A 支出済額B

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

歳 出 合 計

46.6
34.0
29.1
37.0

100.0
17.0
45.6
20.6
54.4
33.6
82.9
35.5

0.0
0.0

32.6

117,197
1,057,187
1,892,119
1,194,688

30,000
245,674
401,097
494,944
580,571

1,107,343
76,915

967,672
0
0

8,165,407

251,584
3,105,985
6,508,625
3,231,504

30,000
1,442,449

880,106
2,402,642
1,067,497
3,295,601

92,786
2,725,010

29,389
20,988

25,084,166

歳　出
総 務

民 生

衛 生

労 働

農 林 水 産

商 工

土 木

公 営 住 宅

消 防

教 育

①

②

③

④

厚 生 労 働

農 林 水 産

土 木

教 育

財 政 調 整 基 金 �  
減 債 基 金 �  
庁 舎 改 築 整 備 基 金 �  
地 域 振 興 基 金 �  
ふ る さ と 創 生 基 金 �  
中山間ふるさと・水と土保全対策基金�  
地 域 福 祉 基 金 �  
「 柴 川 清 」 教 育 振 興 基 金 �  
学 校 施 設 整 備 基 金 �  
文 化 振 興 基 金 �  
合 併 振 興 基 金
職 員 退 職 手 当 基 金 �  
土 地 取 得 基 金 �  
競 輪 場 施 設 改 善 等 基 金 �  
国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 �  
介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 �  
田 野 々 地 区 簡 易 水 道 財 政 調 整 基 金 �  
健康交流施設「おおのはら」施設管理整備基金�  

土 地

建 物

土 地

（うち財産区山林）

建 物

⑤ そ の 他

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

臨時財政特例債

減収補てん債

減税補てん債

臨時税収補てん債

臨時財政対策債

退 職 手 当 債

水道会計出資債

競 輪 事 業 債 � 

航 路 事 業 債 � 

田野々地区簡易水道事業債� 

公 共 下 水 道 事 業 債 � 

農業集落排水事業債� 

産業団地造成事業債� 

基

　

　

金

行

政

財

産

普

通

財

産

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

（　　　　　　）

執行率
B/A（％）



第
２５
回

観
音
寺
銭
形
た
こ
あ
げ
大
会

1415

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
優
良
児
童
図
書
の
寄
贈

下
水
道
排
水
設
備

　
指
定
工
事
店
更
新
申
請

廃
品
回
収
予
定

住
民
基
本
台
帳

　一
部
の
写
し
の
閲
覧
状
況

受
検
し
ま
し
ょ
う

　
　
浄
化
槽
の
法
定
検
査

義
務
教
育
の
就
学
費
援
助

平
成
１９
・
２０
年
度

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

審
査
（
追
加
分
）
申
請
受
付

物
品
の
買
入
れ
等
の
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
受
付

２０
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

有
機
農
産
物
生
産
振
興
対
策

事
業
の
補
助
金
交
付

獲
れ
た
て
、
み
と
よ
の

　
お
さ
か
な
た
ち
の
大
集
合
！

時所

内

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

問

申

受時

問 所所 時時

所所受

問

問

受問 問 受 問 受

所

平成１８年度分

申出者氏名

社団法人 新情報センター

事務局長　平谷伸次

内閣府政府広報室委託に

よる治安に関する世論調

査

日本たばこ産業（株）委託

による2007年全国たば

こ喫煙者率調査

財団法人日本宝くじ協会

委託による宝くじに関す

る世論調査

内閣府政府広報室委託に

よる社会意識に関する世

論調査

自衛官の募集業務
自衛隊香川地方協力

本部長

社団法人　中央調査社

会長　若林清造

社団法人　中央調査社

会長　若林清造

（株）ビデオリサーチ

代表取締役社長

木村武彦

利用目的の概要閲覧年月日
閲覧範囲および

閲覧数
(申出者が法人の場合は、
その名称および代表者また
は管理人の氏名）

（法施行期日、平成１８年１１月１日以降に閲覧したもの）

　

（
株
）
た
ま
や
（
高
松
市
）
か
ら

優
良
児
童
図
書
の
寄
贈
を
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
６２
年

か
ら
毎
年
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の

図
書
は
、
児
童
へ
の
読
書
啓
発

や
読
書
推
進
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

下
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

６
８
９
０

　

現
在
の
指
定
工
事
店
の
登
録

は
、
平
成
２０
年
３
月
３１
日
で
有

効
期
限
が
満
了
に
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
登
録
を
受
け
る
場
合

は
、
市
へ
更
新
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

２
月
１８
日
（
月
）
〜
２９
日
（
金
）

＊
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

提
出
場
所

　

下
水
道
課
（
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

内
２
階
）

　

農
林
水
産
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
１

　

た
い
肥
生
産
者
か
ら
た
い
肥

（
完
熟
牛
糞
た
い
肥
･
バ
ー
ク

た
い
肥
･
も
み
が
ら
た
い
肥
）

を
購
入
し
、
観
音
寺
市
有
機
農

産
物
生
産
振
興
対
策
事
業
補
助

金
の
交
付
を
受
け
る
耕
種
農
家

の
人
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
用
紙
配
布

　

１
月
７
日
（
月
）
〜
２
月
８
日
（
金
）

　

農
林
水
産
課
／
各
支
所
建
設

　

経
済
課
／
Ｊ
Ａ
香
川
県
観
音

　

寺
各
支
店
／
Ｊ
Ａ
香
川
豊
南

　

営
農
セ
ン
タ
ー

申
請
用
紙
提
出

　

Ｊ
Ａ
香
川
県
観
音
寺
各
支
店

　

Ｊ
Ａ
香
川
豊
南
営
農
セ
ン
タ
ー

　

２
月
１
日
（
金
）
〜
１５
日
（
金
）

補
助
対
象
期
間

　

平
成
１９
年
３
月
１
日
（
木
）
〜

　
　

平
成
２０
年
２
月
２９
日
（
金
）

（
注
意
）
た
い
肥
散
布
後
は
速

　

や
か
に
耕
起
す
る
な
ど
周
辺

　

環
境
に
配
慮
し
た
作
業
を
し

　

ま
し
ょ
う
。

　

1
月
２７
日
（
日
）

　

高
室
小
学
校

　

仮
屋
町
に
昔
か
ら
伝
わ
る

「
扇
咲
競
（
お
お
ぎ
さ
っ
き
ょ

う
）
」
と
呼
ば
れ
る
伝
統
の
凧
を

は
じ
め
、
手
作
り
の
凧
が
浜
風

を
受
け
て
空
高
く
舞
い
揚
が
り

ま
す
。
ま
た
、
親
子
で
手
作
り

の
凧
揚
げ
が
楽
し
め
る
の
で
、

ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

　

１
月
２７
日
（
日
）
／
午
前
１０
時
〜

　

有
明
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

仮
屋
じ
ゃ
こ
倶
楽
部
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
２４
―

１
８
１
８

　

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
は
全
員
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料

の
納
付
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
と
は

　

国
が
運
営
す
る
年
金
制
度
で

す
。
世
代
間
扶
養
（
現
役
世
代

が
高
齢
者
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
）

で
、
年
金
額
は
経
済
変
動
に
応

じ
て
ス
ラ
イ
ド
（
実
質
価
値
を

保
障
）
し
、
何
歳
ま
で
で
も
生

涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き

　

学
生
で
も
、
社
会
人
で
も
２０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
、
市

民
課
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

現
在
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

改
め
て
手
続
き
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
手
帳

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加

入
す
る
と
「
年
金
手
帳
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
年
金
手

帳
」
は
、
年
金
に
関
す
る
手
続

き
や
就
職
、
年
金
を
受
け
取
る

と
き
に
必
要
な
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
や
学
生
納

付
特
例
制
度
な
ど
の
保
険
料
免

除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
学

生
納
付
特
例
制
度
は
、
ほ
か
の

年
齢
層
に
比
べ
所
得
が
少
な
い

若
年
層
（
２０
歳
代
で
学
生
以
外
）

や
所
得
が
無
い
学
生
や
不
慮
の

事
故
な
ど
で
障
害
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
、
本
人
の
申
請

が
あ
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

（
注
意
）
若
年
者
納
付
猶
予
や
学
生

　

納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
将

　

来
受
け
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間

　

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

　

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

　

こ
の
期
間
中
の
保
険
料
は
、
１０
年

　

以
内
な
ら
、
後
で
古
い
期
間
か
ら

　

順
に
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

　

い
ま
す
（
追
納
）
。

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
２
４

　

善
通
寺
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
８
７
７
│

６
２
│

１
６
６
０

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
４

平
成
１８
年
度

　

住
民
基
本
台
帳
法
第
１１
条
第

３
項
お
よ
び
第
11
条
の
２
第
12

項
「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の

閲
覧
及
び
住
民
票
の
写
し
等
の

交
付
に
関
す
る
省
令
第
３
条
の

規
定
」
に
基
づ
き
、
次
表
の
と

お
り
公
表
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
６
９
８

　

浄
化
槽
は
、
生
活
排
水
を
き

れ
い
に
し
、
環
境
保
全
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
度
設
置
し
て
し
ま

え
ば
、
何
も
し
な
く
て
良
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
き
ち
ん

と
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
「
浄
化
槽
法
」

で
保
守
点
検
と
清
掃
や
毎
年
１

回
の
法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
法

定
検
査
は
浄
化
槽
が
正
常
に
機

能
し
て
い
る
こ
と
を
調
べ
る
大

切
な
検
査
で
す
。

　

県
知
事
指
定
検
査
機
関
の
（
社
）

香
川
県
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
か
ら

順
次
受
検
案
内
が
送
付
さ
れ
る

の
で
、
必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

（
社
）
香
川
県
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
―

８
８
１
―

６
６
０
０

　

小
・
中
学
校
に
通
っ
て
い
る

子
ど
も
の
保
護
者
で
、
経
済
的

に
困
っ
て
い
る
人
に
、
子
ど
も

の
就
学
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
援
助
し
て
い
ま
す
。
学
校
給

食
費
や
学
用
品
費
、
修
学
旅
行

費
や
医
療
費
な
ど
、
国
の
定
め

る
基
準
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
８

　

平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２２
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
、

市
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ

等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
「
物
品
の
買
入
れ

等
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

U
R
L

＊
平
成
２０
年
度
か
ら
委
託
業
務
な
ど

　

に
つ
い
て
も
競
争
入
札
参
加
資
格

　

審
査
受
付
を
し
ま
す
。

　

物
品
２
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

１５
日
（
金
）

　

委
託
な
ど
２
月
１８
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

２９
日
（
金
）

＊
ど
ち
ら
も
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。

資
格
有
効
期
間

　

入
札
指
名
人
名
簿
登
載
後
平

　

成
２２
年
３
月
３１
日
ま
で

　

総
務
課
管
財
係

　
　
　
　

　

☎
２３
―

３
９
０
０

　

１
月
２１
日
（
月
）
〜
２
月
１
日
（
金
）

＊
土
・
日
を
除
く
午
前
９
時
３０
分
〜

　

午
前
１１
時
、
午
後
１
時
〜
午
後
３

　

時
３０
分
。

　

監
理
課
契
約
係

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
５
５

た
こ

ふ
ん



16

市
営
住
宅

　
　
空
き
家
入
居
者
募
集

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

17

く ら し の 生 き 生 き 情 報 市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間

主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間

主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

コ
ー
ナ
ー 健
康

お
知
ら
せ

日 行　　　事 不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

健
康
づ
く
り
縄
跳
び
大
会

緊
急
時
 
頼
れ
る
あ
な
た
の

　
　
　
　
　
　
　
１
１
０
番

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
　
小
児
救
急
電
話
相
談

「
親
の
集
い
」

ス
ポ
ー
ツ

情
報

　

１
月
９
日
（
水
）
／
午
後
１

　

３０
分
〜
午
後
４
時

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
３
階

　

研
修
室

　

講
演
「
子
ど
も
の
思
い
・
親

　

の
悩
み
」
／
フ
リ
ー
ト
ー
ク

　

瀬
戸
内
短
期
大
学
講
師

　
　
　
　
　
　
　

井
上　

雅
氏

　

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
で
悩

　

ん
で
い
る
家
族

　

無
料

　
　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

保
健
対
策
課
☎
２５
―

２
０
５
２

腎
臓
病
教
室

　

１
月
17
日
（
木
）
／
午
前
１０
時

　

３０
分
〜

　

調
理
実
習
／
タ
ン
パ
ク
質
を

　

抑
え
て
も
お
い
し
い
メ
ニ
ュ

　

ー
／
減
塩
食
で
も
工
夫
次
第

　

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

糖
尿
病
教
室

　

１
月
１０
日
（
木
）
／
午
後
６
時
〜

　

血
管
を
守
ろ
う
！
〜
脳
梗
塞

 

（
こ
う
そ
く
）
と
心
筋
梗
塞 

 

を
予
防
し
よ
う
〜
／
イ
ン
ス 

 

リ
ン
の
何
で
も
Ｑ
＆
Ａ

＊
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要
。

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
５２
―

３
３
６
６

　

２
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
8
時
３０
分
〜

　

市
立
総
合
体
育
館

　

個
人
の
部
前
跳
び
・
後
ろ
跳

　

び
･
交
差
跳
び
･
二
重
跳
び

　

団
体
の
部　

長
縄
跳
び
で
１２

　

人
以
上

　

小
学
生
以
上

　

個
人
跳
び
縄

　

１
月
２３
日
（
水
）
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
１

　

１
月
１０
日
は
「
１
１
０
番
の

日
」
で
す
。
１
１
０
番
は
事
件

事
故
な
ど
の
と
き
に
警
察
へ
連

絡
す
る
た
め
の
緊
急
通
報
用
電

話
で
す
。

１
１
０
番
に
か
け
た
と
き
に
は

○
何
が
あ
り
ま
し
た
か
？

○
い
つ
、
ど
こ
で
あ
り
ま
し
た

　

か
？

○
け
が
人
は
い
ま
す
か
？

○
犯
人
の
特
徴
や
逃
げ
た
方
向
・

　

手
段
は
？

○
通
報
者
の
住
所
・
名
前
・
電

　

話
番
号

な
ど
の
質
問
に
落
ち
着
い
て
答

え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
相
談
や
要
望
、
問
い

合
わ
せ
な
ど
は
次
の
番
号
へ
。

警
察
相
談
１
１
０
番

　

☎
０
８
７
―

８
３
１
―

０
１
１
０

　

観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
２５
―

０
１
１
０

　

小
児
科
医
師
一
人
が
相
談
日

ご
と
に
当
番
で
相
談
に
乗
り
ま

す
。
あ
く
ま
で
も
、
電
話
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
診
断
や
治

療
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

土
・
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末

　

年
始
（
１２
月
３１
日
〜
１
月
３

　

日
）
／
午
後
７
時
〜
午
後
１１
時

　

全
国
共
通
の
短
縮
番
号

　

＃
８
０
０
０

 

専
用
電
話
番
号

　

☎
０
８
７
―

８
２
３
―

１
５
８
８

　

＊
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

　
　

専
用
電
話
の
み
通
話
可
能
で
す
。

時

内 時内 時

持 対 種 所 時 申

受 問時所 申

受

対

問

申

受

時 問電
話
番
号

問

申

問

所内講対料

観
音
寺
市

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

戦
没
者
等
の

　
　
　
　
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

水道事業の公表II
平成19年度上半期の状況

　４月１日から９月30日までの水の使用

量は、４００万３,２１７立方メートルで

した。前年度の同期と比較すると約１.４

パーセントの減になっています。

　また、本年度上半期の収支状況は、下

表のとおりです。

水は限りある資源です。大切に使いましょう

（消費税込、単位：千円）

上半期

収　
　

入

支　
　
　
　
　

出

給 水 収 益

受 託 工 事 収 益

分 担 金 そ の 他

合 計

人 件 費

動 力 費

薬 品 費

受 水 費

減 価 償 却

資 産 減 耗

支 払 利 息

物 件 費

そ の 他

合 計

水道局　☎２５－５２１１

　

１１
月
２２
日
（
木
）
、
高
松
信
用

金
庫
観
音
寺
支
店
か
ら
の
り
あ

い
バ
ス
の
利
用
者
の
た
め
に
ベ

ン
チ
２
脚
の
寄
贈
を
受
け
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

１１
月
２０
日
、
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
行
わ
れ
た
地
方
自
治

法
施
行
６０
周
年
記
念
式
典
の
席

上
で
「
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ

り
優
れ
た
施
策
を
実
施
し
、
地

方
自
治
の
充
実
発
展
に
寄
与
し

た
市
」
と
し
て
「
観
音
寺
市
」

が
総
務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

済
み
ま
し
た
か
？

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
現

在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場

合
、
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

４０
万
円
、
１０
年
償
還
の
記
名
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
遺
族
は
、
左
記

の
先
順
位
の
遺
族
１
人
で
す
。

１
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

　

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

　

権
者

２
戦
没
者
等
の
子

３
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

　

し
、
か
つ
戦
没
者
等
と
氏
が

　

同
じ
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　

④
兄
弟
姉
妹

４
前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

　

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
前
記
１
か
ら
４
以
外
の
遺
族

　

で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

　

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生

　

計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親

　

等
内
の
親
族

　

平
成
２０
年
３
月
３１
日
（
月
）
ま
で

＊
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
権
利
が
消　

　

滅
し
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ　

　

と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
請
求　

　

忘
れ
の
な
い
よ
う
手
続
き
を
し
て　

　

く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
 
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
０

　

監
理
課
住
宅
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
５
５

　

１
月
７
日
（
月
）
〜
１８
日
（
金
）

　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　

１５
分

＊
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。

　
　

監
理
課
住
宅
係
ま
で
問
い

　

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
１
日
（
金
）
／
午
前
１０
時

　

か
ら
公
開
抽
選

　

市
民
会
館

　

第
４
会
議
室



く ら し の 生 き 生 き 情 報

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

問受内

対種

数

問

＝問合先

相談あれこれ

1819

消
防
だ
よ
り

図書館だよりLibrary News

１４２
、
２
６
５
件

火
災
・
救
急
件
数

相談あれこれ相談あれこれ
※相談日は、都合により変更することがあります

藤田　安雄
林　利江子
牧野　雅夫
石川　健二
石川　正人
竹田　　豊
合田　　広
石川　君江
大森家親族一同
山岡　正志
高岡　實・洋二

中田井町
植田町
柞田町
三豊市
天神町一丁目
茂木町一丁目
粟井町
吉岡町

粟井町
柞田町

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝

高橋　輝章
篠原　一一
池田　太一
藤井　順子
合田　勝好

國土　典宏　東京都
歌謡会華クラブ　三豊市　　 
原　　祐子　県外
国際ソロプチミスト観音寺� 

有明町
粟井町
豊浜町和田浜
豊浜町和田
豊浜町和田

＝
＝
＝
＝
＝

市・県民税（4期）
国民健康保険税（4期）
介護保険料（4期）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

納付期限　1月31日（木）

中央図書館行事予定

新

昭和30年頃の香川県

ディック・ブルーナ　絵

講談社

和田　仁　監修
アーカイブス　出版

★おはなし会

★つぼみ愛書会１月例会

★図書館講座（古典を読む会「徒然草」＋日本語講座）

大野原図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

★工作教室　　　　　　　　　　５日（土）　午後１時３０分～午後２時３０分

★おはなし会　　　　　　　　　１９日（土）　午後１時３０分～午後２時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紙芝居「でてこい　こい！」ほか絵本など）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊べる折り紙を配布します

中央図書館☎23－3960　大野原図書館☎54－5715　豊浜図書館☎52－1206

１
１
〜

１１
３０

年
齢
を
問
わ
ず
広
が
る

　
　
　

マ
ル
チ
商
法
！

平
成
２０
年
度
学
生
募
集

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

　
　

流
行
し
て
い
ま
す

火　

災

救　

急

１１月１日～３０日（敬称略）
香典返し

一般寄付

件

刊

　５日（土）　午後１時３０分～午後２時１０分�

２６日（土）　午後１時３０分～午後２時１０分

２５日（金）　午後１時３０分～

高村　薫著　作曲家的時評集（朝日文庫）

２６日（土）　午前９時５０分～午前１１時２０分

★おはなし会

★古典文学講座

１２日（土）　午後２時～午後３時

１９日（土）　午前９時３０分～午前１１時３０分

休館日　中央図書館 7・15・21・28日

大野原・豊浜図書館

年始のため1月3日（木）まで休館します

7・14・15・21・28日

１
月
１７
日
は

　
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

１
月
１５
日
〜
２１
日
は

　
　
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　

平
成
７
年
１
月
１７
日
に
発
生

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
こ

の
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
住
民

の
自
主
的
防
災
活
動
が
、
復
旧

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
教
訓
に
、
多
彩
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
き
め
細
や
か

な
防
災
対
策
を
す
る
う
え
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
性
を

認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

再
度
災
害
に
つ
い
て
考
え
、
備

え
る
機
会
を
作
る
た
め
、
防
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
や
週
間

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
手
伝
い
た
い
」
と
思
う
気

持
ち
さ
え
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
参

加
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
。
活
動
し
て
い
る
団
体
を
訪

ね
た
り
、
自
主
防
災
組
織
の
訓

練
に
参
加
し
た
り
自
分
の
で
き

る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
動
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
２４
年
１
月
２６
日
、
法
隆

寺
金
堂
が
焼
損
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
に
な
り
、
消
防
庁
と
文

化
庁
が
、
全
国
的
に
文
化
財
防

火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

1月の納税・納付

今月の人口

人　口

男

女

世帯数

「ブルーナの1歳からの本」①～⑥

南
消
防
署　

☎
２４
│

２
１
１
９

あたたかい心ありがとうございます
社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

マ
ル
チ
商
法
と
は

　

販
売
員
と
し
て
勧
誘
さ
れ
た

人
が
新
た
な
販
売
員
を
勧
誘
す

る
な
ど
連
鎖
的
に
販
売
員
組
織

を
拡
大
す
る
商
法
で
す
。
浄
水

器
、
日
用
品
、
化
粧
品
、
健
康

食
品
、
健
康
機
器
、
携
帯
電
話

充
電
器
な
ど
が
主
な
商
品
で
す
。

相
談
事
例

　

友
人
か
ら
「
商
品
を
買
っ
て

会
員
に
な
り
、
商
品
を
売
っ
た

り
、
友
人
を
紹
介
し
た
り
す
る

と
割
戻
金
な
ど
が
も
ら
え
る
し
、

加
入
者
を
増
や
す
と
大
き
な
利

益
が
得
ら
れ
る
」
と
勧
誘
さ
れ

友
人
も
や
っ
て
い
て
簡
単
そ
う

だ
か
ら
と
思
い
契
約
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
な
か
な
か
加
入
者
は

増
や
せ
な
い
し
、
商
品
も
買
っ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
商
品
を
購

入
す
る
た
め
に
借
金
を
し
た
の

で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
返
済

で
き
ず
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
か
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
マ
ル
チ
商
法
は
契
約
書
面
か

　

商
品
を
受
け
取
っ
た
日
の
ど

　

ち
ら
か
遅
い
日
か
ら
２０
日
以

　

内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・

　

オ
フ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
組
織
の
加
入
契
約
は
い
つ
で

　

も
解
約
で
き
、
入
会
後
１
年

　

以
内
で
、
商
品
の
引
渡
し
を

　

受
け
て
９０
日
未
満
な
ど
の
条

　

件
を
満
た
せ
ば
、
商
品
購
入

　

価
格
の
９０
パ
ー
セ
ン
ト
相
当

　

額
の
返
金
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

　

マ
ル
チ
商
法
で
高
収
入
を
得

ら
れ
る
の
は
一
部
の
人
だ
け
で
、

大
半
の
人
は
商
品
と
借
金
だ
け

が
残
り
ま
す
。
勧
誘
さ
れ
る
ま

ま
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
よ
く

考
え
て
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
や
困
っ
た
と
き

は
次
の
と
こ
ろ
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２５
―

５
１
３
５

　

１
月
２１
日
（
月
）
〜
３０
日
（
水
）

＊
当
日
消
印
有
効
。

　

試
験
日
２
月
５
日
（
火
）

　

合
格
発
表
２
月
１８
日
（
月
）

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人　

　

３
月
卒
業
見
込
み
の
人

　

生
産
技
術
科
２０
人
／
電
子
技

　

術
科
２０
人
／
住
居
環
境
科
２０

　

人
／
情
報
技
術
科
２０
人

　

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　

学
務
課

　

☎
０
８
７
７
―

２
４
―

６
２
５
５

　

普
段
の
生
活
か
ら
予
防
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

１
栄
養
と
休
養
を
十
分
取
る

　

体
力
を
つ
け
、
抵
抗
力
を
高

　

め
ま
し
ょ
う
。

２
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

　

加
湿
器
な
ど
で
湿
度
を
保
ち
、

　

定
期
的
に
換
気
も
行
い
ま
し

　

ょ
う
。

３
人
込
み
を
避
け
、
マ
ス
ク
を

　

着
用
す
る

４
外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い

　

を
励
行
す
る

＝

＝
＝




